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はじめに：巻二の五と六は二話セット
本稿では、 『新可笑記』巻二の六「
魂たま
呼ばひ百日の楽しみ」を検討する。 『新可笑記』 （元禄元年〈一六八八〉十一月刊）は
井原西鶴の浮世草子で、武家物に分類される作品である。私は先に発表した論考において、巻一の一から四および巻二の五について、それぞれの章の三層構造を明らかにし、その重層世界および主題について論じ
た（注１）
。
これまでの検討から 一は二話ずつセットで重層世界を形成していることが明らかとなった。巻一の一か
ら四の重層世界は、草薙の剣盗難事件（巻一の一）と南北朝正閏争い（巻一の二） 、徳川家光と忠長兄弟の将軍位継承争い（一の三）と家光と異母弟保科正之の主従関係（巻一の四）であり、巻一の一と二では神国日本における武士のあり方が、巻一の三と四では徳川幕府における武士のあり方が主題として取り上げられていたのである。
巻二の五「死出の旅行く約束の馬」 元は巻一の五であったものを、出版に際して巻二の五へ移動したものであった。巻
二の五では、武田信玄の上洛宣言が重層世界として本話に重ねられており、そ は巻一 三と四で取り上げられた徳川幕府からの展開であった。信玄の上洛宣言は実現するこ はなかったが、武士は自己の言辞に責任を持つものであるという武士のあり方を主題としてい のである。その検討の際、巻二の六は巻二の五 続くもので 出版作業時の移動 際しても、二話セッ
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トで移動されていたと指摘し
た（注２）
。巻二の六が裏丁から始まるという書誌的な問題もあるが、内容的に切り離せないものである
との見通しを示した。
巻二の五と巻二の六は、 「老人夫婦の急死―頓死／馬―将棋の駒／一時武田の領国であった遠江―駿河」というように、密
接に関連している。さらに、元武士の老夫婦と、先祖が武士の町人の息子については、長寿と短命という対比がある。巻一の二話セットというべきこれまでのあり方からは、この二章は重層世界という面でも関連している 考えられ、本章の重層世界も武田信玄 わる逸話である可能性が高い。前章の信玄の病死を頓死とし、それを蘇生させ 上洛宣言に続く上洛作戦の具体相を描き、武田勝頼に天下取りの夢を託して再びの死を迎えるというのが本章であると推測できる。
本稿ではこの仮説を具体的に本話の読みから検証する。巻二の五との関連を含めて、 巻二の六の三層構造について検討する。
あらすじ：将棋の指し手と用語の利用
巻二の六のあらすじは次のとおりである。冒頭文と①②③に分け
る（注３）
。
「古代、無常迅速の理を悟りての詞に、 「人の命は朝露夕電のごとし」 。鳥部山、富士の煙の立ち替はりても同じ」 。①駿河の府中に、 「先祖は高名 武家」の、京絹 商いで代々つづく裕福な町人がいた。 「
二はたち
十
に
一ひととせ
歳
足らぬ」跡継ぎの一子
は「利発千人に勝れ」 、世渡りにも賢かったので家財を譲り、両親は「楽しみを極め」た。武家方との縁組が整い、近々の吉日に妻を迎えることが決まっていた。
　　
この息子は何事にも工夫をこらし、なかでも大々将棋の指し方に上達した。自邸の庭園の東屋に盤を備えつけ、 「心の
駒立ち動きて、魂盤に乗り移」るほど熱中した。この将棋は相手を定めず 辻堂に盤を据えておいて初手を指して、往来の好人が次の手を指すようにしておくもので、 一番の勝負に半年もかかり、 気の長い唐土人でもこのような勝負はしなかっ
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た。この将棋に熱中した息子は、ある時友を集めて時間無制限に指し手を考え、ついに「頓死」してしまった。医師・針立ても効き目なく、両親の嘆きは尋常ではなかった。
②富士の根大宮の安倍晴明直伝で評判の陰陽師に占わせたところ、 「これまでの
定ぢやうめい
命
、
非ひ
業ごふ
ならねば、 神力叶はざる」と言い、
次のように説明した。昔吉備大臣が唐から帰朝の時、天から声があって、 「その人は日本第一の知者、
生しやうめい
命
十八歳」と大
声で言った。 「その時の
帝みかど
王
これを憐れみ給ひ、 大唐の権者たちを集めて、
生しやうくわつ
活
続命の法を修せられしに」 、 地よりも声があっ
て、 「吉備大臣は日本第一 知者 生命八十歳」と叫んだので、帰朝して長命であった。 「これ十八を
反かへ
して八十と転じた
るゆゑなり」 。これ 唐土 「魂呼ばひ」という。しかし今 末世なので、 「一度正気付きても、又百日目に必ず絶命」するという。両親はまた死に別れるのを覚悟して、 陰陽師に依頼した。 「この家の眷族あまた屋 棟に上がらせ、 傘をささせ、その死人の名を三時二刻ばかり呼び続け」させると 正気に戻った。
③両親は長命を国中の諸神に祈願したが、 息子は覚悟して、 「それ天地は万物の逆旅、 光陰は百代の過客。 ここの仮寝の枕の夢、
なほまた我が夢の覚め際定まつて百日なり、世 思ひ出 楽しみを極め」 、一日を一年 つもりで、 「貧者を憐れみ、寺社を建立し」て天命を待った。　
縁組の日限も近づき、息子の親は、息子の気を変えようと縁組を取り急ぐが、娘の親は送るのをやめようとする。娘は
「言ひ交はさせられし夫なれば」と言い切って、 吉日を待つ。そこへ息子から「いまだ添はざる女に」 、 暇の状を送ってくる。娘の親は喜んだが、 娘は「さても心ざしかくある人に
見まみ
えぬ事、 我が一生の因果」 「暇とてこの文の恨めしや」と閉じこもっ
て人に会わなくなった。　
百日目に当たる日、安倍川に船を浮かべ賑やかに前後を忘れていたが、夕暮れになり、木枯らしの森からその人の名が
呼ばれる。 「各々呼び返せど 虚空の呼び声勝り 」 、 いに息子は息絶えてしまった。　
娘は「黒髪自ら切りて、その人の菩提を
弔と
ひ給へり。まことに武士の子なりけるとぞ」 。
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本章の素材：自作の換骨奪胎
本章と類似の素材を扱ったものとして、 『懐硯』巻二の一「後家に成ぞこなひ」が指摘されてい
る（注４）
。 「将棋に夢中になった男
が頓死するが、 やがて蘇生する話」という点に類似性をみており、 同様の素材を扱って作られた話という意味で、 本章と『懐硯』巻二の一を並列に扱っているわけであるが、西鶴は前章巻二の五で自作の『西鶴諸国ばなし』巻五の六「身を捨て油壺」を素材としていた。それと同様に、本章にとっての『懐硯』巻二の一は、全般的な素材と考えるべきであると考えて る。 「後家に成ぞこなひ」のあらすじは次のようなものであ
る（注５）
。
　
越前の国永平寺、開山道元禅師の御絵像を拝して下向すると、そこは府中の里である。一夜の仮枕「命はしれぬ行末」
と寝つけないでいると、宿の亭主がこんな話をした。　
藁屋甚九郎は、 「其身一代にかせぎ出し、 俄分限」である。弟甚助・甚七を「呼返し」て手代分にして、 家は繁盛していた。
遊女遊びをやめない甚助は、内証勘当された。幾年か過ぎ ある雨の日、退屈しのぎに、将棋好きの甚九郎は「むつかしきつめものの図」を、朝の四つから七つ半まで思案していた。 「これでつむものを」と言って、吐息をついたかと思うと気絶した。医者・針立ても及ばず、息が絶えてしまった。　
近所の同行が駆け付け葬儀の準備にかかる。そこへ、甚助は七歳の甚太郎を連れてきて、甚九郎の跡は甚太郎に譲ると
生前に約束していたと、葬儀を取り仕切ろうとする。甚七は承知せず、言い争いになる。それ 見た女房は心にかかる欲しいものを嫁入り長持ちに密かに押し込み、 その後姑の前で髪を束ね 切って投げ出した。甚助と甚七の争いはやまない。同行はあきれはて、 「まず沐浴」と湯 一杓かける 、 「
呍うん
」と一声、生き返った。
　
甚九郎は事態を把握すると、甚助、甚七を勘当する。掛硯はどこにというと 女房が長持ちにと白状した。髪を切った
潔さとは異なり不埒な心根と、後家姿で離縁した。甚九郎 欲の世を感じ、有銀を祠堂銀として寺に納め 老母ととも
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「本来の都にかへる山のほとり」に庵を結んだ。杉本好伸氏は本章と仮名草子『安倍晴明物語』との関連を指摘してい
る（注６）
。杉本氏は必ずしも素材として指摘したわけではな
いが、私は『安倍晴明物語』に見える吉備真備の逸話は本章の素材であると考えている。関連する部分は次のようなものである（注７）
。
　
安倍仲麿は、霊亀二年遣唐使として入唐した。仲麿は熒惑星の分身である。漢の武帝の時、熒惑星が天下って東方朔と
なり、まつりごとを補佐し、国は栄えた。仲麿を日本に帰すと日本は栄える。大唐国に従わなくなることを恐れ、高い楼閣に上げ置いた。 仲麿は嘆き悲しみ、 断食して空しくなり、 その霊魂は鬼になって彷徨った。 （巻一の三 「安倍仲麿入唐の事」 ）　
その次の年、養老元年、吉備大臣は遣唐使として入唐した。唐の玄宗皇帝は貢物の少なさを怒り、吉備大臣を殺そうと
した。ただし知恵を試し、優れていれば日本へ帰し、愚かであれば殺すこ にした。第一に、囲碁の勝負を命じた。囲碁はまだ日本に伝わっていなかったが、吉備大臣の夢に赤鬼の姿をした安倍仲麿が現れ、囲碁の事を「敵対軍戦の法のごとし」と教え、背負って対戦相手の憲当の家に連れ行き 囲碁を打つところを見せ、その理を弁えさせた。夜が明けて殿上に召されて憲当を相手に碁を打ち、吉備大臣が二番とも勝った。 （巻一の四「吉備大臣入唐付殿上にて碁をうつ事」 ）　
さらに玄宗は文選を読ませ、もし読めなければ殺すことにした。また赤鬼が現れ、背負って天子の読むところ 聞かせ、
夜が明けて御前に召されると見事に読んだ。玄宗は口惜しく思い、天子すら読めない未来記の野馬台之詩を読ま ることにした。また赤鬼が現れるが、自分の力は及ばないので日本の神明仏陀を祈れと言う。吉備大臣は信奉する長谷の観音に祈誓した。夢に観音が現れ、蜘蛛となって糸 引 てめぐる で、その通りに読め 告げる。 （巻一 五「吉備公文選をよむ事」 ）　
夜が明け禁中に召され、蜘蛛の教え通りに見事に読み終えた。玄宗は感に堪えず、命を許し、この国で学問せよと三年
留めた。帰朝に際して、囲碁などの七種の宝 授け、海上の無事 ために一千余人の僧 請じ、生活続命の法を行わせた。
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（巻二の一「吉備大臣野馬台之詩をよむ
幷読法の事」 ）
吉備大臣は、仲麿の力によって命が助かった。報恩のために仲麿の子孫を尋ね、唐土から伝えた、 『簠
ほ
簋き
内伝』を譲り「天
文地理陰陽暦道の博士」にし うとしたが子孫は見つからず、遺言とした。 （巻二の二「吉備公仲麿が末を尋ぬる事」 ）
本章の全体的な素材としては、以上の二つが指摘できた。さらに①の京絹の商いで代々つづく裕福な町人という設定につい
ては、駿河府中を拠点とした豪商友野氏の事績を嵌め込んでいると指摘したい。その事績は具体的な素材としてではなく、本話の背景として、全体的な枠組みに重ねられている。その事績は次のようなものである
（注８）
。
　
祖先は信濃国伴野荘出身と伝えられているが、詳細は不明。その活動は、天文二十二年（一五五三）に今川義元が友野
二郎兵衛に発給した判物で確認できる。それによれば、友野氏はこれ以前より駿府の商人頭で、友野座の棟梁として駿河各地の木綿商人から木綿役を徴収する特権を与えられていた。友野氏の本拠である 今宿から京都に向けて搬出される荷物に対して、今川氏に代わって路銀を徴収し、搬出荷物の点検と許可札の交付、他国商人の駿府往来や居住に関する取締を行うなど、今川氏への奉公を行っていた。今川氏や周辺大名からそれぞれに年貢を納める特権を認められ、領域をまたぐ取引も認められ いた。この権限は、今川氏が没落し、駿府の支配者 武田氏・徳川氏・中村氏と推移しても保証された。　
江戸時代に入ると、駿府奉行を助けて駿府の町割りを遂行し、その功績によって駿府の町年寄に任ぜられ、長崎の糸割
符の一員に加えられた。友野氏は駿府で呉服商を主な業務とし、当主は代々与左衛門を称した。　
明
暦二年（一六五六） 、安倍川の治水と新田開発に私財を投じ、洪水対策などで私財を使い果たし、家運が傾いて没落
したと伝えられている。
また①の「大々将棋」は、吉備真備の将棋に関わる逸話が踏まえられ、②へとスムーズに展開している。吉備真備と将棋に
ついては杉本氏に詳細な紹介がある
が（注９）
、次に整理しておきたい。アは『人倫訓蒙図彙』巻二「将棊」の項の一部、イは『本朝
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俗諺志』巻五の二十三「
佐さ
加かの
関せき
碁ごいし
子
」の一部であ
る
）（注
（注
。
ア将棊
　
周武帝詔あつて臣下王褒につくらせしむ。是軍法の備也。
今いまのよ
世
に流布するを小将棊といふ。其外、中将棊、大将棊
の法あり。碁に同じく吉備公の持来也。 （後略）
イ五雑俎に云ふ、象戯は、相伝ふるに、武王紂を伐つ時に之を作ると為す。碁は吉備公、始めの入唐の時、伝へ来たる也。
元正帝養老元年、入唐し、聖武天平七年に帰朝す。象棋は、後の入唐の時、伝へ来たる。孝謙帝天平勝宝四年入唐し、同六年に帰朝する也。其の時の象戯は、今の象棋に異なる也。其の 、
江ごうの
帥そつ
、是を発明ありしと也。是、今の象戯也。
②の素材は、 『古事談』三の五十二の性信親王の逸話が指摘できる。 『井原西鶴集④』 （新編日本古典文学全集）の頭注に、
顔超という少年の逸話（ 『捜神記』三、 五十四）と共に類話として指摘されているが、 『古事談』は吉備大臣の逸話に新たに付加された要素で、本章の重要なポイントとなる素材であ
る
）（（
（注
。
大御室は、御寿命十八を以て限りと為すべき由、宿曜の勘文有り、と云々。之れに依りて十八歳の春に、尊勝法を修して祈請せしめ給ふ間、或る人の夢想に、炎魔王宮に火付きて 已に焼かしむる間、王宮騒動すること甚だし。件の御寿命十八を限る由、札文、已に明白なり。然れども炎上治まり難きに依り、八の字に鉤をし了んぬ、と云々。果して八十の御歳にて、九月二十七日御入滅す。
『古事談』三の四十七も、関連する素材である。
親王、 高野において百ヶ日、 尊勝法を修す。結願已に訖 て、 還りて政所に宿るに 散位伊綱、 籍を通して申して云はく、 「一宿の御儲け、万事美を尽さむ」と。夜に入りて伊綱申して云はく、 「最愛の女子
五歳
夭亡して、哀傷に堪へず。護持を蒙む
らんと欲す」てへり。上下驚き恐れ 忽ちに此の宿 厭ふ。親王暫く以て祈念する 、 遊魂更に帰り 死人蘇生す、 云々。
顔超という少年の逸話は、老人（南斗星）がもう一人の老人（北斗星）の持つ閻魔帳を見て、そこに載る顔の寿命十九に上
下転倒の印をつけたので、九十まで生きたというものであ
る
）（注
（注
。素材と言えるまでの関連性はなく、類話に留まるものと考える。
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本話の解釈：素材との対応と付加された新しい要素
次に本話と素材との対応について考えていく。本話、 （Ａ） 『懐硯』巻二の一「後家に成ぞこなひ」 、 （Ｂ） 『安倍晴明物語』
の吉備真備関連の逸話を、さらに次のようなⅰからⅳの内容に分ける。
ⅰ
　
場所や時、登場人物あるいはそれに関わる人物などの紹介。
ⅱ
　
勝負事の工夫など。頓死や気絶、生き残り。
ⅲ
　
ⅱの出来 を受けた対応。争いや延命、蘇生など。
ⅳ
　
出来事 結果や後始末。勘当、離縁、遺言 出家
【ⅰ】
本話：駿河の府中に京絹の商いで代々続く裕福な町人がいた。一子に家財を譲り 両親は隠居し、武家方から妻を迎えるこ
とになった。
Ａ：越前の国府中の里で、宿の亭主の話を聞く。藁屋甚九郎は俄分限となり、弟甚助、甚七を「呼返し」て、 の繁盛を頼
もしく思っていた。
Ｂ：安倍仲麿は、霊亀二年遣唐使として入唐した。仲麿は帰朝を許されず、高い楼閣に上げ置かれる。嘆き悲 み、断食し
て死んだ。その霊魂は鬼になって彷徨った。
【ⅱ】
本話：ａ指し手が多く、一番の勝負に半年もかかる大将棋は、唐土人でも時間制限なしでは勝負はしなかった。　　　
ｂ
ある時、息子は時間無制限に指し手を考え「頓死」してしまった。医師・針立ても効き目なく、こんな死人は三日
　　
そのままにと言うので、両親はそれを頼みにした。
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Ａ：甚九郎は、雨の日の退屈しのぎに詰将棋を長時間思案し、気絶（頓死）してしまう。医者・針立ても及ばず、息が絶え
てしまった。
Ｂ：翌年の養老元年、吉備大臣は遣唐使として入唐した。唐の玄宗皇帝は貢物の少なさを怒り、吉備大臣に知恵試しをさせ、
愚かであれば殺すことにした。囲碁の勝負、文選、未来記の野馬台之詩を読ませた。吉備大臣は赤鬼（仲麿） 、長谷観音に助けられ、見事に知恵を示して生き残る。
【ⅲ】
本話：ａ安倍晴明直伝の陰陽師に占わせたが、定命で神力叶わないと言う しかし陰陽師 、昔吉備大臣が帰朝の時、天の
　　　　　
声が「生命十八歳」といったが、帝王が大唐の権者たちを集めて生活続命の法を修したところ、地から声があって、
　　
「生命八十歳」と叫んだので長命であった。 「これ十八を反して八十と転じたるゆゑなり」という。
　　　
ｂ
これは唐土の 魂呼ばひ」という。今は末世なので、一度蘇生しても百日目に必ず絶命するという。両親はまた死
　　　　
に別れるのは覚悟と陰陽師に頼み、多くの眷族を屋根に上がらせ、傘 ささせ、息子の名を呼び続けさせると、正
　　
気に戻った。
Ａ：甚助、甚七は家督を争い、女房は姑の前で髪を束ねて切って投げ出す。同行が「まず沐浴」と湯を一杓かけると、生き
返った。
Ｂ：玄宗は帰朝に際して囲碁などの七種の宝を授け、海上の無事のため一千余人の僧を請じて、生活続命の法 行わせた。
【ⅳ】
本話：ａ息子は一日を一年のつもりで淫酒美食に昼夜 明かし、貧者を憐れみ、寺社を建立して天命を待った。縁組の日限
　
も近づき、親たちはそれぞれの思惑で、将棋の指し手のようにやり取りした。息子は離縁状を送る。娘は真意を悟り、
　
籠って人に会わなくなった。
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ｂ百日目に安倍川に船を浮かべ、前後を忘れていたが、夕暮れになって木枯らしの森からその人の名が呼ばれ、つい
　　
に息子は息が絶えてしまった。娘は、黒髪を自ら切って菩提を弔った。 「まことに武士の子なりけるとぞ」 。
Ａ：甚九郎は、甚助、甚七は勘当、女房は長持ちに掛硯を隠していたため後家姿で離縁。甚九郎は欲の世を感じ、老母と共
に都に「かへる」山の傍に庵を結んだ。
Ｂ：吉備大臣は仲麿への報恩のために仲麿の子孫を尋ね、唐土から伝えた『簠簋内伝』を譲り、天文地理陰陽暦道の博士に
しようとしたがみつからず、遺言とした。
本話の冒頭文「人の命 朝露夕電のごとし。鳥部山、富士の煙の立ち替はりても同じ」は、ＡＢの命をめぐるさまざまなあ
り方を受けて、命のあるなし、儚さが、人間の生涯の事績に深く関わっていることを表現しようとしたものであろう。本話の基調となるものである。
西鶴は本話を構成するにあたり、Ａの筋立てにＢを重ねていると言える。構成比較におい 本話はⅱⅲⅳをａ・ｂに分けた
が、Ａと本話（ⅰ・ⅱｂ・ⅲｂ・ⅳｂ）は 俄分限（代々 分限） 、詰め将棋（大将棋） ・頓死（気絶） 、蘇生（魂呼ばい） 、家督争い（世の思い出に楽しみを極める） 、離俗（再度の死） 、後家に成りぞこなう（後家となり菩提を弔うに逆転）など、完全に重なっている。問題は、本話のⅱａ、ⅲａ、ⅳａである。これらが西鶴が新しく付加した要素 いうことになる。
本話ⅱａで、Ａの甚九郎は詰将棋、Ｂの吉備大臣は碁であったものを大将棋としたのは、吉備真備の事績を踏まえ からで
あろう。Ｂでは、仲麿は真備より一年先に入唐し、翌年真備が入唐したときにはすでに死亡したことになっているが、実は、仲麿は同じ霊亀三年（七一七）に真備や玄昉らと共に入唐し、宝亀元年（七七〇）に没している。吉備 臣が玄宗に知恵試をされ、仲麿の霊が赤鬼となって助ける等は伝説 が、それをうまく取り込んでいるのである。囲碁や大将棋については、素材の『人倫訓蒙図彙』 、 『本朝俗諺志』に伝えるように、囲碁は天平七年（七三五）の一度目の帰朝の時、 は天平勝宝四年（七五二）に再度入唐し、同五年に帰朝した際に持ち帰ったとされている。大将棋 すること 、ⅲａの真備の逸話にス
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ムーズに展開させたと言える。この囲碁から逆転して大将棋としたことは重層世界に関わるものであるが、それについては後述する。
本話ⅲａは本話の重要なポイントである。Ｂでは、玄宗が吉備大臣の海上の無事のために一千余人の僧を請じて、生活続命
の法を行わせた 『安倍晴明物語』で取り上げられた生活続命の法は、伯道上人が芦屋道満に殺された安倍晴明の「朽爛」た屍を墓から掘り出し、蘇生させるというものである（巻三の二） 。吉備大臣は死んでいるわけでないので、蘇生とは関わりがない。それ 天からの声が「 命十八歳」と言ったのを、生活続命の法を修した ころ、地から声があって「生命八十歳」と叫んだとしたのである。吉備大臣は、帰朝の時四十歳であったが、持統天皇九年（六九五）生まれで宝亀六年（七七五）に没しているので、 「生命八十」であった。
この吉備大臣の逸話には、 『古事談』 （三の五十二） の性信親王の逸話が嵌め込まれている。性信親王が十八で修した尊勝法は、
尊勝仏頂を本尊として尊勝陀羅尼を誦し、息災・増益・滅罪・安産など ために行われる密教の修法である。性信親王が尊勝法を修し、その修法によってある人が夢想で「八の字に鉤をし了んぬ」となり 八十まで息災であっ いうのである。さらに尊勝法を生活続命の 置き換え ために、 『古事談』 （三の四十七）に載 性信親王が伊綱の五歳の娘を尊勝法を修して蘇生させた逸話を重ねているのであろう。尊勝法を陰陽道 活続命 法に置き換え、吉備大臣の逸話に取り込んだのは、 「これ十八を反して八十と転じたるゆゑ り」 、吉備大臣 逸話にどうしても付加したかったからな である。
将棋用語の「なる」は、 将棋の駒を「裏返す」ことである。この「返す」は、 単に将棋用語として使用されている ではなく、
本話全体の読みに関わる「裏返す」 「逆転する」というキーワードな である。詳しくは後述するが、吉備大臣の「生命十八歳」は蘇生と 関わりはなく、ⅲｂの「魂呼ばひ」 は、ただ大勢が大 で叫ぶところが共通するに過ぎない。 『古事談』 三の四十七）の性信親王の逸話は蘇生の話が含まれてい ので それ 踏まえてⅲｂの「魂呼ばひ」へ 、さりげなくつないいる である。
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本話ⅳａは素材とは異なる順序でⅱの勝負事が繰り返されている。Ａでは甚九郎の頓死・気絶を受けて、家族の欲に絡んだ
争いが描かれる。本話では息子の頓死を受けて、その蘇生のための両親らの奮闘が描かれていた。Ａと異なるのは、本話ではⅲａ延命 取り上げられ、蘇生してからの対応もⅳａ、ⅳｂに分かれることである。ｂだけならＡと同じ筋立てなのであるが、ａを加えたところが重要である。ⅱｂ・ⅲｂ・ⅳｂと、素材に新たに付加されたⅱａ・ⅲａ・ⅳａの分量を対比すると、その割合は約二対三であり、 ａに力点が置かれているのである。ⅲａの延命とⅳａの蘇生後の行動に力点が置かれていると言える。
ⅳａの蘇生後の行動は、縁組の日限も近づき、親たち・息子・娘はそれぞれの思惑でやり取りする。縁組を取り急ぐ息子の
親、縁組を延引させよう する娘の親、 「言ひ交はさせられし」夫だから嫁入ろうとす 無自覚ともいえる娘、娘の心入れを道理として縁組の日を待つ娘の親、まだ添わない娘に暇の状を送る息子、それを喜ぶ娘の親、暇の状によって、閉じこもっしまう娘 次々と将棋のように指し手が進められる。
利発な息子の最期の一手をどう読むかが問題である。離縁状によって娘に離縁するよう計らうが、それは先祖が武士であっ
た息子の矜持なのであった。しかしその息子の指し手は、娘の自覚を促すことにな ⅳ で娘は対応を求め れて、次の一手を考えた である。そのまま離縁 受け入れれば は「言ひ交はさせられし」縁組を道理とする無自覚なまま 娘であろう。それに対して娘は「心ざしかくある人」と察して、 「この文の恨めしや」となる。相手の心を知らなければ、離縁状がなくも死人に嫁入りすることは かったはずである。離縁状によって縁組を自覚的なも とされた娘は 尼となって夫の菩提を弔うことになるのである。それが娘の指した最後の一手なの った。これはＡと全く異なった結末で 自己の行為 無自覚であった娘が、自覚的な生き方を選んだ である。目録副題「女も道を立 ける事」 、単に約束を守る いうこ ではな った。娘はＡの「後家に成ぞこなひ」のようにはならず、後家になって夫の菩提を弔うこと なる。Ａ 結末を 後家に「なる」という最後の一手で裏返したのである。
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杉本氏は、この縁組をめぐるやり取りから息子の親の行為を取り上げて元高名の武家の自恃心に結び付け、武士社会の義理
に対するアイロニーな視線を読みとろうとす
る
）（注
（注
。将棋の指し手が嵌め込まれたやり取りは、自己に有利に、相手に不利になる
よう 工夫するのが当然である。縁組を取り急ぐ息子の親の一手を取り上げて、ことさらに非人間的であるとするなどは、読みの方向性が異なり、首肯しえないものである。また、駿河と安倍晴明・吉備真備との関係や、徳川家康と本因坊算砂や大橋宗桂についての将棋にまつわる駿河周辺の歴史的事実を詳細に調査して、本話に関わらせようとしていることについては、次に述べる重層世界を考え 入れると、まったく無関係とまでは言わないが、本話の内容・主題とは直接的な関わりが みることはできない。
巻二の六の重層世界：武田信玄の上洛作戦と挫折
頓死だけでなく、 「なる」 、 「返す（裏返す） 」に注意する必要がある。吉備真備の帰朝に際して、天からの声が「生命十八歳」
といったのに、生活続命の法を修したところ、地から声 あって、 「生命八十歳」と叫んだ。 「これ十八を反し 八十 転じたるゆゑなり」と吉備大臣の長命の理由としていた。前章の巻二の五 素材である東方朔をあえて表面に出したのは、元来東方朔の逸話にはない武帝の綸言を知った上で、不死の酒を盗んで飲むという行為が新たに付加され る とに気付かせるためのシグナルであった。本話でも吉備大臣をあえ 表面に出したのは、 元来の吉備大臣の逸話にはない「生命十八歳」を「生命八十歳」と返す が、新たに付加されているこ に気付かせるため シグナル のである。それは、本話にはそのように返して読まなければならないものが他にあ ということ のであろう。
本話は、駿河の有徳な町人が利発で渡世にも優れていた「二十に一歳足らぬ」息子に早々と家督を譲り、楽隠居するところ
から始まる。息子の年齢を十九歳と言えば済むものを、わざわざ不可解な「二十に一歳足らぬ」としたのは、なぜなのだろう
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か。家督相続が二十歳で行われるのが通例であるならば、それより早いことを強調したといえるのであるが、当時、そのような定めがあったわけではない。そうすると、素材に新たに付加さ た「これ十八 反して八十と転じたるゆゑなり」と関わるものであることに気付く。 「二十に一歳足らぬ」を返せば、 「二十に一歳余る」 なるのではな だろうか。その二十一歳という年齢は、前章で重層世界とされて た武田信玄に関わる数字である。信玄（晴信）は二十一歳の時父信虎を追放し、駿河の今川氏へ預けて家督を奪い取っている。本話の「親たる二人は楽しみを極めぬ」も返されているのである。
さて、信玄を重ねられた息子は大将棋を愛好する。武将と将棋・囲碁の関わりは深く、信玄の場合も同様であったと伝え
られる。後のもので真偽は不明であるが、江戸時代の囲碁の家元であった林家十一世元美が著した『爛柯堂棋話』 （嘉永二年〈一八四九〉 ）に、信玄と高坂弾正の棋譜が残されているなど、信玄と囲碁の関わりは深い。囲碁と将棋は同様の頭脳ゲームであるが、 どちらかと言えば囲碁の方 勝負にかかる時間が長い。その長い勝負を 「返して」 、 さらに長い時間を要する 「大々将棋」としたのである。吉備真備が持ち帰った大将棋というだけでなく、信玄 一生は長い戦いの連続で、大々将棋にも対比されるべきものな
さらに注目したいことは、そのような囲碁への没頭というあり方、あるいは本話の十九歳の息子の将棋に耽溺したあり方は、
『甲陽軍鑑』 （天文八年正月）にみえる信玄十九歳の時の逸話を想起させるものだということである。次のような内容であ
る
）（注
（注
。
信玄は十九歳の時、無行儀で、夜昼の弁えもなく、若い殿原や女房との乱行、一方で出家衆を集め詩作に熱中、諸侍は会うことができないでいた。板垣信形の命を賭した諫言によって、漸く無行儀を改めた。信玄の七言絶句十七首が載る。
この信玄の逸話は、巻四の二「歌の姿の美女二人」の素材として指摘されている
が
）（注
（注
、巻四の二は離魂譚で、信玄の逸話と離
魂譚とは関連するものである。その意味か も本話の「魂呼ばひ」への展開は自然なの ある。
息子の親は安倍晴明直伝の陰陽師に占いを依頼し、 「魂呼ばひ」となる。今は末法の世だから、呼び戻しても百日目に絶命
するという。陰陽師の指示に従って、 「この家の眷属あまた屋の棟に上がらせ、傘をささせ」て呼び続けさせる。それ 一族・
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親族、 従者・家来までを含む武田軍団の悲痛な叫びを重ねたものである。 「魂呼ばひ」 が、 屋根の上から天に向かってなされたり、井戸の底へ向かってなされる習俗があるとしても、 「傘をささせる」 は、珍奇である。西鶴が、わざわざ「傘」を持ち出しているのは、武田氏に気付かせ シグナルなのである。屋根の上の傘というのは、その形は三階菱や松皮菱に似通う。武田の家紋は四つ割菱であるが、それ以外にも一族はいろいろの菱紋を家紋として た である。
ここで末世だからと百日に限ったのは、 本文に引用される 「百代の過客」 の百に関係した設定だろう。 『古事談』 三の四十七で、
性信親王が高野で百ヶ日の尊勝法を修したこと 重ねて、その上に信玄の上洛作戦の五ヶ月 約百五十日を絡ませている。
息子は蘇生してから「浮生夢のごとく」 、将棋の指し手（軍法の備え）を重ねて、百日を生きる。その間に「縁組」につい
てのやり取りがある。あたかも辻堂に据えられた大々将棋のように、 次々と一手が指 れ 。それ 信玄 上洛作戦において、各所で行われた合戦を将棋の指し手に置き換 たものである。
息子は最後の一手「暇の状」で離縁しようとしたが、娘は「心ざ かくある人」と察して「この文 恨めしや」となり、離
縁を「返して」 、自覚ある行為として息子の菩提を弔う。息子は「返される」一手を指したということなので ないだろうか。息子の最後の一手は信玄の遺言に たる だろう。 『甲陽軍鑑』によれば、信玄は自身 死を三年 間は秘匿し、息子勝頼に対しては信勝（勝頼の長男）継承まで後見として務め 越後の上杉謙信を頼る事などを言 残した。信玄の死後に家督を相続した勝頼は遺言 守り、信玄の葬儀を行わずに死を秘し、武田の勢力拡大 努力してい 。諏訪氏 出である勝頼に対する信玄や武田の家臣団の結束はいまひとつで ったといい、そ 点に危惧を抱いていた信玄は、遺言によって勝頼 自覚を促したということであろう。
本章の娘は、離縁状の真の意図を察して目録副題「女も道を立てける事」にいうように自己の道理を守っている。勝頼も信
玄の遺言を受けて道理を守ることを第 にしている。この道理を守るあり方および信玄の天下取りの夢は、次章巻一の五（元巻二の一） 「先例の命乞ひ」に引き継がれる。
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おわりに：信玄への挽歌
西鶴は自作『懐硯』巻二の一「後家に成ぞこなひ」を素材とし、仮名草子『安倍晴明物語』の吉備真備関連の逸話、駿河の
豪商友野氏の事績を重ね、 『古事談』の性信親王の逸話などを付加して、本話を創作していた。第二層である本話は、 「後家に成ぞこなひ」を「返して」 、後家になる話に逆転するなど、素材 自在に駆使し、工夫を凝らし 面白い話となっている。さらに第三層には、武田信玄の上洛作戦とその挫折を重層世界として重ねていた。武士は道理 立 る存在である いうことを主題としていたのである。
前章巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の老人夫婦の急死から頓死へ、馬から将棋の駒へ、武田の領国であった遠江から駿
河へ、さらに元武士の老夫婦の長寿と先祖が武士である町人 息子の短命の対比というように 前章と本章は密接に関連している。それ以外 も、巻二の五と六には『安倍晴明物語』が関わる。 『安倍晴明物語』巻一の三「安倍仲麿入唐の事」には、漢の武帝の時 熒惑星が天下って東方朔となったこと 仲麿は熒惑星 分身であることが記されている。 『安倍晴明物語』巻一の三・四・五で、仲麿は赤鬼と って吉備大臣 助ける。前章では『安倍晴明物語』は素材としては利用されていないが、東方朔の故事が取り上げられていた。本章で吉備真 の逸話が取り上げられているのは、単なる偶然ではな
前章巻二の五「死出の旅行く約束 馬」で、遠江の主君に仕えていた老人は、致仕してから「夢のごとくに暮ら」していた。
そこへ訪ねてきた旧友が馬を残さず旅立ったので急死（頓死） た。本話の息子は頓死してから「 この仮寝の枕の夢 なほまた我が夢の覚め際定まつて百日なり」と、夢の中にいる。老人 致仕はこの息子の頓死 当たり 老人の急死は息子 再びの死に当たる。両話は夢のごとく夢の百日をうまく利用し、そ 中での出来事を通して主題を明確にしている。二話に漂う命の儚さを基調とする哀感 、武田信玄へ 挽歌なのであろう。
以上の両章の関連性、さらに重層世界の関連性を考えると、巻二の五と六は二話セットとしてとらえることができる。出版
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に際して、二話がセットで移動される内容的な必然性はあったのである。
注
１
羽生紀子① 「 『新可笑記』 の重層性―巻頭章と草薙の剣盗難事件―」 （ 『日本語日本文学論叢』 第十四号、 二〇一九年三月） 、 ② 「 『新可笑記』巻一の二「一つの巻物両家にあり」の読み―南北朝正閏争いと「二つの笑い」の内実―」 （ 『武庫川女子大学紀要
　
人文
・社会科学編』
第六十六巻、二〇一九年三月） 、③「 『新可笑記』巻一の三「木末に驚く猿の執心」の検討―家光・忠長の将軍位継承争いと武士のあり方―」 （ 『武庫川国文』第八十五号、二〇一八年十一月） 、④「 『新可笑記』巻一 四「生き肝は妙薬 よし」の構造―夢幻能利用と家光・正之 主従関係―（ 武庫川国文』第八十六号、二〇一九年三月） 、⑤「 『新可笑記』巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の検討―章番号の齟齬と武田信玄の上洛宣言―」 （ 武庫川国文』第八十七号、二〇一九年十一月）
２
羽生前掲論文（注１⑤）
３
以下、 『新可笑記』本文は「新編日本古典文学全集」 （広嶋進校注・訳、小学館、二〇〇〇年）による。
４
「決定版
　
対訳西鶴全集
　
五」および「決定版
　
対訳西鶴全集
　
九」 （いずれも明治書院、一九九二年）の注に指摘がある。
５
『懐硯』本文は「決定版
　
対訳西鶴全集
　
五」による。
６
杉本好伸「 「魂よばひ百日の楽しみ」考―『新可笑記』巻二の六の再検討―」 （ 『鯉城往来』創刊 一九九八 月）
７
『安倍晴明物語 『仮名草子集成』第一巻（東京堂出版、一九八〇年）による。
８
『国史大辞典』 （吉川弘 館、一九八九年） 、 『日本史大事典』 （平凡社、一九九三年）などによる。
９
杉本氏前掲論文（注６）
10
『人倫訓蒙図彙』は朝倉治彦校注「東洋文庫」平凡社、一九九〇年。 『本朝俗諺志』は早稲田大学図書館蔵 『本朝俗諺志』本文中の漢文は私に訓み下した。
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11
『古事談』の本文は「新日本古典文学大系」 （岩波書店、二〇〇五年）による。
12
『捜神記』 （竹田晃訳「東洋文庫」平凡社、一九六四年）
13
杉本氏前掲論文（注６）
14
『甲陽軍鑑』巻第十一下
　
品第三十七（ 「戦国史料叢書」四、人物往来社、一九六五年）
15
杉本好伸 「西鶴 〈話のたね〉 考― 『新可笑記』 巻四の二 「歌の姿の美女二人」 の創意をめぐって―」 （ 『安田女子大学大学院文学研究科紀要』第六集、二〇〇一年三月）
（はにゅう・のりこ
　
本学教授）
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